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長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
地
域
の
行
事
。
市
に
は
国
・
県
・
市
の
指
定
を
受

け
た
無
形
民
俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
や
夏
に

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
知
っ
て
る
？ 

川
越
の
歳
時
記

花
火
大
会

7
月
ま
た
は
8
月

7
月
ま
た
は
8
月

数
人
で
臼
を
囲
み
、
踊
り
な

が
ら
餅
を
つ
く
。
臼
を
引
き

ず
り
な
が
ら
餅
を
つ
く
場
面

は
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

南
大
塚
の
餅
つ
き
踊
り

 

南
大
塚
・
西
福
寺

 

1
月 

成
人
式
の
前
日

県県

老
袋
の
弓
取
式

 

下
老
袋
・
氷
川
神
社

 

2
月
11
日

矢
を
射
っ
て
、的
の
白
・

黒
に
当
た
っ
た
矢
を
数

え
て
そ
の
年
の
天
候
を

占
う
。

県県

川
越
祭
り
ば
や
し

 

4
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

 

ほ
か

　
　
　
　
中
台
囃
子
連
中

　
　
　
　
今
福
囃
子
連
中

大
太
鼓
1
・
小
太
鼓
2
・
笛

1
・
鉦か

ね

1
で
、必
ず
舞
方
が
付
く
。

県県

石
原
の
さ
さ
ら
獅
子
舞

�

石
原
町
・
観
音
寺
ほ
か

 
4
月
第
3
土
曜
日
ほ
か

笛
や
さ
さ
ら
に
合
わ
せ
、
獅

子
が
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
舞

う
。
小
唄
や
乱
舞
な
ど
12
の

場
面
が
あ
る
。

県県

 

下
小
坂
・
白
鬚
神
社

 

7
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

下
小
坂
の
獅
子
舞

獅
子
、
仲
立
ち
、
サ
サ
ラ

ッ
コ
、
棒
使
い
全
て
を
男

の
子
が
演
じ
て
い
る
の
が

特
徴
。

市市

筒
が
ゆ
の
神
事

 

石
田
・
藤ふ

じ
の
み
や宮
神
社

 

1
月
15
日

小
豆
が
ゆ
に
ヨ
シ
ヅ
ツ
を
入

れ
て
か
き
回
し
、
ヨ
シ
ヅ
ツ

に
入
っ
た
米
粒
の
数
で
そ
の

年
の
作
柄
と
天
気
を
占
う
。

市市

南
田
島
の
足
踊
り

 

南
田
島
・
氷
川
神
社

 

4
月
14
日
ほ
か

人
形
を
操
る
人
が
仰
向

け
に
な
り
、
足
に
面
を

付
け
て
着
物
を
ま
と
い
、

囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
。

市市

  7月下旬
川越百万灯夏まつり

  7月下旬

福
田
の
獅
子
舞

 

福
田
・
赤
城
神
社

 

7
月
24
日
前
後
の

 

土
・
日
曜
日

小
学
生
が
演
奏
で
き
る
よ
う
、
横

笛
用
か
ら
縦
笛
用
に
譜
面
を
書
き

直
し
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。

市市

ほ
ろ
祭

芳
地
戸
の
ふ
せ
ぎ
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3月下旬～
5月上旬

小江戸川越
春まつり
3月下旬～
5月上旬

慶
安
元
年（
1
6
4
8
）、

当
時
の
川
越
藩
主
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

が
祭
礼
道
具
を
寄
進

し
た
の
が
始
ま
り
。

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事

 

10
月

 

第
3
土
・
日
曜
日

国国

ほ
ろ
祭

 

古
谷
本
郷

 

古
尾
谷
八
幡
神
社

 

9
月 

敬
老
の
日
の
前
日

小
学
生
の
男
の
子
が
ほ
ろ

を
背
負
い
、
ゆ
ら
し
な
が

ら
練
り
歩
く
。

県県

老
袋
の
万
作

 

下
老
袋
・
氷
川
神
社

 

4
月
第
2
日
曜
日

境
内
に
設
け
た
舞
台
で
、
万

作
踊
り
や
芝
居
を
奉
納
し
、

豊
年
万
作
を
願
う
、
五
穀
豊

穣
祝
福
の
芸
能
。

県県

川
越
の
木き

遣や

り

何
代
も
の
口
伝
を
繰
り

返
し
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
川
越
ま
つ
り
の
山

車
の
運
行
時
や
、
祝
い

事
な
ど
で
歌
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

市市

上
寺
山
の
獅
子
舞

 

上
寺
山
・
八
咫
神
社

 

10
月
第
3
土
曜
日

獅
子
に
「
ほ
め
言
葉
」
が

か
け
ら
れ
る
と
、「
返
し

言
葉
」
で
獅
子
が
応
え
る

や
り
と
り
が
特
徴
。

市市

芳
地
戸
の
ふ
せ
ぎ

 
笠
幡
・
尾
崎
神
社

 

3
月 
春
分
の
日

悪
魔
払
い
の
行
事
。
ふ

れ
太
鼓
を
先
頭
に
、
行

列
が
地
区
内
の
家
を
回

る
。

市市

石
田
の
獅
子
舞

 

石
田
・
藤
宮
神
社

 

4
月
第
1
日
曜
日
ほ
か

む
し
ろ
に
麦
や
米
を
干
す

と
き
の
よ
う
に
腰
を
低
く

し
て
舞
う
た
め
「
干
し
も

ん
獅
子
」と
も
呼
ば
れ
る
。

市市

ま
ん
ぐ
り

 

上
寺
山
・
八や

咫た

神
社

 

7
月
第
2
日
曜
日

竹
に
麦
わ
ら
を
俵
状
に
巻

い
た
「
ボ
ン
テ
ン
」
を
担

ぎ
地
区
内
を
回
る
。
夏
の

疫
病
な
ど
を
払
う
行
事
。

市市

鯨
井
の
万
作

 

鯨
井
・
八
坂
神
社

 

7
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

巨
大
な
獅
子
頭
を
先
頭
に

地
区
内
を
回
り
、
家
の
庭

先
な
ど
で
万
作
踊
り
を
披

露
す
る
。

市市

国国県県市市

＝
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

＝
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

＝
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

中
福
の
神
楽

 

中
福
・
稲
荷
神
社
ほ
か

 

4
月
19
日
ほ
か

演
じ
ら
れ
る
の
は
、
古

事
記
や
日
本
書
紀
の
神

話
に
基
づ
い
た
物
語
が

中
心
。

市市


